
　目連が神通力をもっても母を救うこ

とができなかった理由は、目連が悟っ

た阿羅漢果とは小乗の自身の悟りであ

り、他に利益を及ぼすことはできなか

ったからです。また、釈尊の教えによ

って母を餓鬼道から救い出すことがで

きたとはいうものの、実のところは聖

僧に百味の飲食を供養した功徳によっ

て餓鬼道の苦しみから逃れたに過ぎな

かったのです。

　　　　　　　　

　　

　お盆の季節を迎えると、まず最初に

思い浮かぶのが先祖への供養であると

思います。自分にとって縁の深い、ま

たは生前お世話になった先祖に対して、

真心からの供養をしていく、これはと

ても大切なことです。

　皆さんはどのように先祖を供養して

いますか。一般的には、家族そろって

お墓へ出向き、そこで線香を上げ、手

を合わせて帰ってくる、これで供養が

できたと思っている人が多いのではな

いでしょうか。

　　　　　　◆お盆の由来

　お盆という行事は、釈尊の弟子であ

る目連が、亡き母親を餓鬼道という苦

しみから救った故事に由来します。

　あるとき目連は、亡くなった母の様

子を知りたいものと、阿羅漢の悟りに

よって得た神通力をもって三千大千世

界を見渡しかとごろ、母は餓鬼道とい

うところ見るも無惨な姿で苦しんでい

たのです。驚いた目連は、神通力を使

要するに、目連が母を救う要因となっ

たのは、神通力でもなく、百味の飲食

を供えたことでもなく、目連自身が法

華経を信じて御題目を唱えたことによ

るのです。末法の今日における真の供

養とは、大聖人が顕された御本尊に向

かって南無妙法蓮華経の題目を唱え、

ご先祖の塔婆を建立して廻向をするこ

となのです。

先祖を救う
ーお盆には正しい追善供養をー

がくらみ、他に施すこと

とへ駆け付け、母を救う道を乞いまし

た。すると釈尊は「お前の母は生前、

自分の欲に目

って母を救おうと何度も試みたものの、

自分の力の及ばぬことを悟り釈尊のも

を知らなかった。だから死んだ後まで

も欲心に縛られて苦しまなければなら

ないのである。よって７月１５日に、

百味の飲食を供えて、十方の聖僧を招

いて供養しなさい。そうすれば、母を

餓鬼道から救い出すことができよう」

と教えたのです。

目連は釈尊の教え通りに供養したとこ

ろ、母を餓鬼道の苦しみから救うこと

ができたということです。

　このことについて末法の御本仏日蓮

大聖人は「真の成仏は、後に目連が法

華経を信じて南無妙法蓮華経と唱えた

時に、初めて自分自身が仏に成り、そ

の功徳によって父母を成仏に導くこと

ができたのである」と説かれています。

◆真の成仏


